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今回の取り組みは、目標12：

につながっています。

佐渡トキ応援
お米プロジェクト

想 い を つ な い で 1 0 周 年

新潟佐渡コシヒカリ商品の売り上げの一部を、
生きものをはぐくむための環境づくりなどに役立てる
「佐渡トキ応援お米プロジェクト」。
2010年にスタートし、
今年で10周年を迎えました。

新潟県
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く
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を
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光
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狙
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滅
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佐
渡
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キ
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米
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ロ
ジ
ェ
ク
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！

自
然
の
中
で
再
び
ト
キ
が
舞
う
た

め
に
は
、
エ
サ
場
が
必
要
で
す
。
佐

渡
市
や
J
A
佐
渡
、
佐
渡
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シ
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カ
リ
の
生
産
者
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田
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エ
サ

場
に
す
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を
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ま
し
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。
農
薬
・
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ま
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田
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収
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。
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年
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ら
佐
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ヒ
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を
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き
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ク
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。
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4
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る
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う
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な
り
ま
し
た
。

佐渡島では、農薬・化学肥料を通常
の栽培に比べ5割以上減らす方法を
推進し、ほぼ100％の生産者が実施
しています

環境にやさしい米づくり
農作業の終わった冬も田んぼに水を
ためたままにします。生きものがす
む環境が維持され、トキのエサ場に
なります

生きものをはぐくむ環境づくり

産直新潟佐渡コシヒカリ
関連商品をお買い求めください。

売り上げの一部を
「佐渡市トキ環境整備基金」へ寄付します。

�環境にやさしい米づくりや生きものをはぐくむ
環境づくりに役立てられます。

産直�新潟
佐渡コシヒカリ

産直�新潟
佐渡コシヒカリで
作ったごはん

産直�新潟
佐渡コシヒカリで
作った焼おにぎり

1㎏につき1円 1点につき1円3パックにつき1円

寄付額累計　

2,615万円
●プロジェクトの仕組み

※
5
㎏
と
2
㎏
が
あ
り
、

　

そ
れ
ぞ
れ
無
洗
米
も

　

あ
り
ま
す

みらい・いばらき・とちぎ・ぐんま・ながの　4P



コープデリグループは、事業と活動を通して「S
エスディージーズ

DGs（持続可能な開発目標）」の達成を目指しています。
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毎年、組合員と職員が佐渡を訪問し、田植え・稲刈り体験、
トキのエサ場づくり、田んぼの生きもの調査などを行い、
生産者や島民との交流を続けています。

※�今年度は新型コロナウイルス感染拡大の
影響により視察交流を中止しています

プロジェクトについてもっと詳しく ▼

●佐渡とコープデリのあゆみ

「CO・OP産直新潟佐渡コシヒカリ」
の取り扱い開始

●1994年

「佐渡トキ応援お米プロジェクト」
開始

●2010年

「CO・OP産直新潟佐渡コシヒカリで
作った焼おにぎり」の取り扱い開始

●2015年

「CO・OP産直新潟佐渡コシヒカリで
作ったごはん」の取り扱い開始

●2017年

取り組み開始から10周年！
●2020年

60羽のトキを佐渡に定着させる
ことを目標に、野外放鳥を開始

●2008年

野生のトキ5羽を保護
●1981年

中国から贈呈された
ペアの繁殖に成功

●1999年

放鳥したトキのペアから野生の
初めてのヒナが誕生

●2012年

60羽のトキが定着　目標達成
新たな目標を220羽の定着に

●2014年

野生で誕生したトキのペアから
ヒナが誕生

●2016年

220羽のトキ定着目標を
2年前倒しで達成

●2018年

トキは「野生絶滅」から
「絶滅危惧種」に

●2019年

新潟佐渡コシヒカリ 佐渡とトキ

1994

2010

2015

2020

トキは一度絶滅しました。身近にあったも
のは、なくなって初めて気づきます。トキ
を呼び戻そう！と市やJA、生産者と皆さ
んの想いがつながりました。島の人びとは、
トキがいることで佐渡の自然環境のすば
らしさを知り、佐渡を誇れる人、愛する人、
発信する人が増えました。トキを増やして
きた歴史や自然環境を守り、トキを通じて
今あるものの大切さや想いを次の世代に
伝えたい。その手助けを、コープや組合員
の皆さんに応援していただきたいです。

佐渡のお米生産者　齋藤�真一郎さん

佐渡の自然環境を守る取り組み
は、ゼロからのスタートでした。
今では当たり前になった「トキ
が舞う」島の光景は、10年前か
ら考えると奇跡です。組合員の
皆さんに信頼される安心安全な
お米をつくることで、里山の自
然を守ってきました。美しい里
山を将来の子どもたちに引き継
いでいけるように、これからも
応援をよろしくお願いします。

佐渡市長　渡辺�竜五さん

美
ち ゅ

ら島
し ま

応援
もずくプロジェクト
沖縄県伊

い へ や

平屋島産の
もずく商品1点お買い上げにつき1円を
「伊平屋村美ら島応援基金」に寄付し、
島の美しい自然環境を守る活動に
役立てています。

詳しくはこちら▲

寄付額累計��1,318万円

こちらも10周年

5P　みらい・いばらき・とちぎ・ぐんま・ながの

【お店】
沖縄県伊平屋島産

味付もずく�土佐酢
沖縄県伊平屋島産

味付もずく�米黒酢入り

【宅配】
産直�沖縄県伊平屋島産�

味付太もずく（土佐酢）
産直�沖縄県伊平屋島産

もずく


